
© NTT DOCOMO BUSINESS, Inc. All Rights Reserved. 1

『モビスキャ』 を活用したAI道路工事検知による
コスト・環境負荷低減
NTTドコモビジネス PS本部5G&IoT部
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「世界中のリアルタイムな状況や過去のその日の状況を映像で見る事が出来たら、どんなに素晴らしいだろうか。」

何かを目視で確認する必要があるとき、その場所で何か探し物をするとき、その場所に行って確認や探し物をする。

でも、もしその場所の映像がすぐに手に入るなら、その場所にいかずとも確認や探し物ができる。

ー事故や災害の時に、誰かが駆けつける前に状況が知りたい。

ー点検が必要なこのルートを毎日パトロールしてくれる人が足りない。

ーもし探し物がAIで検知できたら、無くしても少し安心できる。

ー隣の国のお祭りは毎年どんな騒ぎになっているのだろうか。

ー流行のラーメン屋は今日はどれくらい並んでいるだろう。

「世界中のリアルタイムな状況や過去のその日の状況を映像で見る事が出来たら、どんなに素晴らしいだろうか。」

それを実現するために必要なIoTカメラと通信網、そしてAI。

NTTドコモビジネスは、その「未来」を実現することができる。

あらゆる価値と経験を未来を提供するため、NTTドコモビジネスは「モビスキャ®」をはじめました。

●映像を活用する未来を描いて「モビスキャ®」
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「モビスキャ」とは



公共サービス

ガス設備管理
設備復旧支援

保険医療

感染症対策
医療圏分析

マーケティング

店舗出店計画
顧客動向分析

危機管理

自然災害対策
緊急対応支援

交通

道路維持管理
老朽化対策

まちづくり

都市計画
情報公開

天然資源

森林資源管理
水資源管理

教育

地理教育
研究

市街地映像の活用例（ヒアリング結果）
・ドラレコ等から取得した映像データは、車両パトロールなど、人手・環境負荷がかかる分野での

代替ニーズがある
・ただし収集方法はじめ、プライバシーやサーバ維持・管理コスト等の理由により、利用ユーザ単独での

実現は困難なため、その解決が求められていた。



「モビスキャ」とは
・市街地映像を効率的に活用する「映像分散管理プラットフォーム」。
・タクシー／バス事業者（MP）車両へ搭載した通信型ドラレコのSDカード映像を利用、
モビスキャを経由してデータを活用したい企業（DP）へ提供。

・分散データ保存など11の特許（25年8月時点）を駆使しサービスを展開中



サービスの特⾧



映像ビッグデータ利用における課題

データの収集

データの質と整理

プライバシーの保護

維持・管理コスト

街中の映像を収集する方法、人材・機材などの準備および運営が必要

不要なデータを見極め、適切に整理し、重要な情報だけを取り出すことでデータの質を高める技術が必要

映像に映り込む個人情報やプライバシーへの配慮が必要

大量のストレージと高度な処理能力を持つITインフラを運営するためのコストが高額

データ利用ユーザー個々での実現はなかなか困難



サービス開発の背景

特許取得技術 モバイル回線 顧客基盤

ドコモビジネスの強みを最大限に活かし、
映像分散管理プラットフォームサービスを確立



特許取得技術 モバイル回線 顧客基盤

ドコモビジネスの強みを利活用し、映像分散管理プラットフォームサービスを確立



特許技術 ①分散データ保存
・映像は各ドラレコのSDカード内に分散して保存、モビスキャサーバでは蓄積を行なわない。
・サーバでは車両の緯度経度・時間情報（メタデータ）のみを蓄積、走行個所が分かるよう地図上で表示
・データを欲しいユーザは地図上のメッシュから映像を要求（クリック）してデータを取得する

【特願2022-129148】

映像データは
SDへ保存

メタデータ
のみ管理

マップ上の道路から欲しい
映像を指定してリクエスト



特許技術 ②最良映像の選別保存

映像取得時間

他データとの距離

天候データ

・SDカード上の映像期間は有限（上書き）なため、最低限のデータアーカイブ方法として、
同じ場所の映像を複数のモビリティが走行している場合、その中で最適な１つの映像を選抜し保存

・これにより、過去へ遡って同一地点の映像データを比較する事が可能となる

【特願2024-060428】

画質、時間帯、天気など
その地点で最良のものを選別



特許取得技術 モバイル回線 顧客基盤

ドコモビジネスの強みを利活用し、映像分散管理プラットフォームサービスを確立



ドコモ回線を活用し、多様なサービス開発に必要な情報を収集するための仕組みを実現
SIM挿入済みドライブレコーダーの配布等を通じ、データ収集体制を確立

モバイル回線

全国に広がる
ネットワーク

今後はドライブレコーダーに限らず

さまざまなモビリティからの

情報収集体制の構築を目指す



特許取得技術 モバイル回線 顧客基盤

ドコモビジネスの強みを利活用し、映像分散管理プラットフォームサービスを確立



顧客基盤 n対nでの映像共有

MP数 データ量 DP数

データは
共有

・収集可能な車両データは、特定の利用ユーザに限定することなく、モビスキャ利用ユーザ全体で共有
・これによりデータの量・質を高め、新たなデータ活用パートナー獲得をしやすくしている

様々なモビリティパートナーから
日本全国のデータを収集

560480



利活用事例
～AI道路工事検知ソリューション～



インフラ事業者でのパトロール業務

作業者の確保 と 車両コスト が課題

 最大週6回のパトロール業務

 専用車両の確保が必要、かつコスト負担が高い

 将来、人員の高齢化や人手不足が懸念される

大半は事前申告されているため、報告漏れは多くない。それでも
パトロールは必要なため、手法再検討が急務だが個社での対応は困難

・ガス事業者の「ガス管上の巡回パトロール」。工事者にはガス管上工事の事前申告が推奨
されているが、報告漏れ等による爆発リスクを避けるため、ガス事業者が定期的に巡回を
行っている



特許技術③:「多段AIによる工事判定」

【特願2022-129146】

・ドラレコ搭載のエッジAIで工事を大まかに判定。その後、サーバ内でもう一度AI判定を行ってから
工事現場をスコアリングし、高得点のもののみユーザ（ガス事業者）へ提供

・エッジAIだけでは非力だが、多段階で工事判定する事により、高機能AIと同等の評価を低コストで実現

エッジAIで工事判定
（まずは緩く評価）

サーバAIで再判定
（しっかり評価）

必要な工事現場
情報のみを提供

AI AI



AI道路工事検知ソリューションとは

工事情報の都度確認が出来るため、コスト低減に加え
複数回パトロールと同様の効果が得られる

AI

・モビスキャの仕組みに 「多段AIによる工事判定」をプラス、データ量を低減しつつ判定クオリティを担保
・「ガス導管パトロールの代替ソリューション」 として、全国のガス事業者に対して提供開始

映像収集
工事をAI一次判定

一次判定した
映像を収集

AI

サーバ側で
AI二次判定

判定データで
Pushで提供



成果:岡山ガス様導入事例

①パトロール要員

ゼロ
②パトロール距離

3.3倍

「AI道路工事検知ソリューション導入により、導管部門のDXを実現」
※2025年8月11日 ガスエネルギー新聞より

【効果】
①:未照会工事パトロール: 要員がゼロに（3名⇒0名）
②:パトロールの総距離 : 導入前の3倍へ（300km⇒1,000km/週）
③:未照会工事の発見数 : 導入前の4倍に向上（0.1件⇒0.4件/週）

③週の工事発見数

4倍

既存課題の解決＋パトロール精度向上も実現



表彰①:日本ガス協会 2025年度技術賞受賞!

これらの取り組みにおいて
（一社）日本ガス協会様から
「2025年度 技術賞」をいただきました。



表彰②:MCPC Award2025「最優秀賞」受賞!

・MCPC（モバイルコンピューティング推進コンソーシアム）のAward2025にて、数次にわたる審査の上、
サービス＆ソリューション部門グランプリ 「最優秀賞」 を受賞いたしました。



今後の展望



今後の展望①

・「AI道路工事検知ソリューション」のコンセプトに適合する事業者をターゲットにアプローチ予定

＜日常パトロール＞

■ガス事業者:100km以上のガス導管を保持する8~90社をターゲット

■電力事業者:電柱への営巣やツルツタ繁茂などに対するパトロール対策

■自治体 :道路保全や標識等の確認、土砂崩れ等のパトロール

＜災害発生時＞

■ガス・電力・自治体:災害による被害チェック、復旧に向けた通れる道路の確認



災害対策

電柱の破損検知

道路の
ひび割れ検知

開花状況の観測

保険医療

混雑状況の把握

API連携

今後の展望②
「モビスキャ」映像分散プラットフォームで様々な連携により映像系サービスを生み出す



「モビスキャ」の目指す姿

“いま”の映像を集める。いつでも必要なときに、見て、利活用する。
過去・現在だけでなく、未来も見通す 大規模な映像プラットフォーム を目指しています。

・通信型カメラを持つモビリティが街中を移動、あらゆるユーザがDP/MPとなる事により相互に価値を
生み出し、リアルタイムなデータ提供を可能としていく



サステナビリティの観点

■サーバコスト低減:
→データ分散管理（特許）による、サーバ規模縮小・維持管理コストの低減（電力・CO2含む）

■データ利用者のコスト低減:
→既存パトロールで発生する、車両保有・ガソリン消費・保険等の低減・廃止。
その他、わき見運転（運転しながらの対象物確認）が無くなる事による交通事故の未然防止
※パトロール要員はリタイヤした高齢者の方が多い

■情報共有による取得コスト低減:
→データが必要なユーザに対して必要なデータを提供する事で、ムダなデータ取得コストを減らし、
誰もが・いつでもデータを取得出来る世の中を作っていく（そのための映像プラットフォーム）


